
 

 
 

 

 

鈴鹿市クリーンセンター整備に係る 

事業者選定アドバイザリー等業務委託 
 

 

 

 

 

 

地 質 調 査 報 告 書 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 5 年 3 月 

 

 

 

株 式 会 社  エ イ ト 日 本 技 術 開 発 

 

別添資料2　地質調査報告書



 

 

目   次 

                                                                        （頁） 

1. 調査概要 ................................................................... 1 

1.1. 調査目的 ............................................................... 1 

1.2. 調査概要 ............................................................... 1 

1.3. 業務項目及び数量 ....................................................... 1 

1.4. 業務組織体制 ........................................................... 5 

1.4.1. 業務場所 ............................................................ 5 

1.4.2. 担当技術者 .......................................................... 5 

2. 地形・地質概要 ............................................................. 6 

2.1. 地形概要 ............................................................... 6 

2.2. 地質概要 ............................................................... 8 

3. 調査実施計画 .............................................................. 10 

3.1. 調査方針 .............................................................. 10 

3.2. 調査方法 .............................................................. 14 

4. 調査結果 .................................................................. 22 

4.1. 機械ボーリング ........................................................ 22 

4.2. 標準貫入試験 .......................................................... 36 

4.3. プレッシャーメータ試験 ................................................ 39 

4.4. 現場透水試験 .......................................................... 40 

4.5. 室内土質試験 .......................................................... 41 

5. 総合解析とりまとめ ........................................................ 55 

5.1. 断面図等の作成 ........................................................ 55 

5.2. 地盤定数 .............................................................. 63 

5.3. 地盤の透水性 .......................................................... 70 

5.4. 設計・施工上の留意点 .................................................. 71 

 



 

 

＜巻末資料＞ 

・ボーリング柱状図 

・コア写真 

・現場透水試験結果 

・プレッシャーメータ試験結果 

・室内土質試験結果 

・現場記録写真 

・打合せ記録簿（地質調査） 

 

 



1．調査概要 

1.1. 調査目的 

本調査は、鈴鹿市が進めている鈴鹿市クリーンセンターの更新整備に向けた、事業予定地の現

状把握を行い、基礎資料とするための地質調査を行うことを目的とする。 

なお、本調査実施にあたっては、三重県地質調査業務共通仕様書に準拠して行う。 

 

 

1.2. 調査概要 

（1）調 査 名 ：鈴鹿市クリーンセンター整備に係る事業者選定アドバイザリー等業務委託 

（2）調 査 地 ：鈴鹿市上野町 630 番地 

（3）履行期間 ：（自）令和 4 年 5 月 31 日 

           （至）令和 6 年 3 月 25 日 

（4）発 注 者 ：鈴鹿市 

（5）受 託 者 ：株式会社エイト日本技術開発 三重支店 

 

 

1.3. 業務項目及び数量 

 

表 1.3.1 調査項目・数量表 

業務項目 数量 

機械ボーリング 鉛直下方、φ66mm：延べ 60m ⇒ 延べ 27.5m 

φ86mm：延べ 60m ⇒ 延べ 25.5m 

標準貫入試験 60 回 ⇒ 53 回 

プレッシャーメータ試験 普通載荷    ：4 回 ⇒ 5 回 

現場透水試験 ケーシング法：4 回 ⇒ 4 回 

室内土質試験 密度     ：4回 ⇒ 6 回 

含水比    ：4回 ⇒ 6 回 

粒度（ふるい）：4回 ⇒ 6 回 

粒度（沈降） ：4回 ⇒ 3 回 

液性限界   ：4回⇒ 3 回 

塑性限界   ：4回⇒ 3 回 

報告書作成 一式 

 

詳細調査数量を表 1.3.2 に、調査概略位置図を図 1.3.1 に、調査位置図を図 1.3.2 に示す。 
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図 1.3.1 調査概略位置図 

（国土地理院 地理院地図より参照） 

 

調査位置 
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1.4. 業務組織体制 

1.4.1. 業務場所 

 〒460-0003 愛知県名古屋市中区錦一丁目 11 番 20 号 大永ビルディング 3 階 

株式会社 エイト日本技術開発 中部支社 

TEL ： 052-855-2266 

 
 

1.4.2. 担当技術者 

担当業務 担当者 備 考 

担当技術者 居川
い か わ

 信之
のぶゆき

 
技術士（総合技術監理：応用理学） 
技術士（建設：土質及び基礎） 

担当技術者 鳥海
とりうみ

 貴
たか

裕
ひろ

 
技術士（応用理学：地質） 
技術士（建設：土質及び基礎） 

担当技術者 大嶋
おおしま

 篤
あつし

 
技術士補（応用理学部門） 
地質調査技士（現場技術・管理） 
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2．地形・地質概要 

2.1. 地形概要 

調査地は、JR 関西本線「川曲駅」より西側約 1.1km の上野町にあたり、三重県北部の鈴鹿山脈

東方の伊勢平野に位置する。伊勢平野は地形的に低地、台地、丘陵地に大きく三分され、各台地、

丘陵地を河川が開析することによって谷底平野が形成される。 

水系は、調査地の南側を西-東方向に鈴鹿川が台地・丘陵地間を開析し、流末は伊勢湾に注いで

いる。 

 活断層分布について、既往文献によると対象箇所に活断層や明瞭なリニアメントは分布しない

ため、地震時の断層変位について考慮すべき対象はない。 

 図 2.1.1 に調査地周辺の地形分類図を、図 2.1.2 に調査地周辺の活断層分布図を示す。 

 

 

 

図 2.1.1 地形分類図（5万分の 1 土地分類図 三重県（国土交通省）） 

  

調査地 
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図 2.1.2 調査地周辺の活断層分布（日本の活断層 活断層研究会 72 名古屋） 

 

  

調査地 
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2.2. 地質概要 

調査地周辺の地質は、新第三期鮮新世の東海層群（奄芸層群）を基盤とし、粘土層・砂層・シル

ト層が層厚数 m～10 数 m で単調に繰り返す層相を示す。粘土層は層厚数 m～10 数 m であり、青灰

色の無層塊状の粘土層が主体である。砂層は層厚 10m 以下であり、中粒砂ないし細粒砂から構成

されている。この基盤層の上位に、沖積層、洪積層などが分布する。調査地においては、沖積層の

上位に部分的に埋土層が分布している。 

図 2.2.1 に調査地周辺の地質総括表を、図 2.2.2 に調査地周辺の地質図を示す。 

 

 

図 2.2.1 四日市の地質総括表（四日市地域の地質（地質調査所）） 
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図 2.2.2 表層地質図（5 万分の 1 地質図幅 四日市（地質調査所）） 

 

調査地 
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3．調査実施計画 

3.1. 調査方針 

表 3.1.1 に項目別の調査実施方針を示す。 

 

表 3.1.1 項目別調査実施方針 

 

※地質調査の方針については、「建築基礎構造設計指針（日本建築学会）」及びそれに参照され

る「建築基礎設計のための地盤調査計画指針（日本建築学会）」を参照する（汚泥再生処理セ

ンター等施設整備の計画・設計要領 2021 改訂版（公益社団法人 全国都市清掃会議）、P453

に参照資料として記載）。 

 

（1）周辺地質 

・業務対象地周辺は、表層より埋土、砂質土、砂泥互層（固結シルト、砂）と続いている。 

・砂質土、砂泥互層は地形なりに分布しており、急激な地質勾配等は確認されていない。 

・現施設位置で行われた既往ボーリングの結果では被圧地下水が確認されており、谷筋におい

て地下水位は地表面より高く、自噴していた。 

 

（2）調査位置の考え方 

・ボーリングは、新施設計画位置の地層構成や層厚の変化、地盤の特性を十分に把握出来るよ

う、新規施設端部付近の 4 箇所で実施する。 

工種 目的 

機械ボーリング 

機械ボーリングは、地層構成を把握するために実施し、オールコアボーリングとす

る。堀止め深度は、原則として N 値 60 以上の地層を 5m 以上確認する。 

孔径は、地質確認孔、プレッシャーメータ試験はφ66mm、現場透水試験はφ86mm と

する。 

標準貫入試験 

標準貫入試験は、基礎地盤の締り具合を把握するため、各ボーリング孔で 1m 毎に

実施する。打撃回数（N 値）は上限を 60 とする。開始深度は原則として 1.15m～

（本打ち）の開始とする。 

現場透水試験 

現場透水試験は、基礎地盤の透水性及び被圧状況を把握するために実施する。 

試験対象層は、砂層、礫層（地下水が存在する場合）を対象とする。試験方法はケ

ーシング法とする。 

プレッシャーメ

ータ試験 

プレッシャーメータ試験は、基礎地盤の変形特性を把握するために実施する。 

試験位置は直接基礎及び杭基礎を想定し、砂層、礫層、固結シルト層を対象とする。

測定器は LLT（普通載荷）を用いる。 

室内土質試験 

（物理試験） 

標準貫入試験より得られる試料をもとに物理試験を行い、土の物理特性を把握す

る。試験箇所は代表する地層ごとに 1 回実施する。 

試験内容は密度試験、含水比試験、粒度試験を実施する。なお、粘性土層が確認さ

れる場合は、液性限界試験、塑性限界試験を実施する。 

粒度試験は、D10（10％粒径）まで確認する。 
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（3）調査・試験の考え方 

・原位置試験は、土質分類、地層構成、地下水位、N 値、地盤反力係数を把握するために、ボー

リング調査（地下水位測定含む）、標準貫入試験、プレッシャーメータ試験を行う。また、地

盤の透水性を把握するため、現場透水試験を行う。 

・室内土質試験は、土の物理特性を把握するために物理試験を行う。 

・ボーリング調査深度の目安は、支持層として想定される地層が 5～10m 以上確認出来る深さと

なっており、今回の調査では最低掘進長を 10m とし、5m 程度以上の支持層を確認する。 

・支持層となる地層が 5m 以上確認されない場合、掘進長が 20m に到達した段階で監督員と別途

協議を行い、掘進長を決定する。 

・支持層の目安については、耐震設計上の工学的基盤を確認する場合、建築設計においては便

宜的に Vs=400m/s としていることから、これに相当する N 値 60 以上とする（建築基礎設計の

ための地盤調査計画指針,P25）。 

 

  表 3.1.2 地盤条件と建築物の規模で分類した基礎形式別の検討項目 

『建築基礎設計のための地盤調査計画指針,P14』 
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表 3.1.3 検討項目と地盤調査方法 

『建築基礎設計のための地盤調査計画指針,P15』 
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表 3.1.5 支持層確認後の掘進長の目安 

『NEXCO 土質地質調査要領,P116』 

表 3.1.4 設計のためのボーリング調査深さの目安 

『建築基礎設計のための地盤調査計画指針,P24』 
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3.2. 調査方法 

（1）機械ボーリング 

ボーリングは、地層構成、地下水位の確認及び帯水層となる地層分布を確認するために行う。 

掘削は、図 3.2.2 に示す油圧加圧式ロータリーボーリング（スピンドル型）マシンを使用し、

標準貫入試験区間を除いてオールコア採取とする。なお、埋設物等の地中障害物が存在する可能

性がある場合は、試掘を 1m 行い、地中障害物の有無を確認する。 

掘削完了後は、速やかに監督員に連絡し、検尺立会を受ける。 

掘進に際しては以下の点に留意する。 

・ 掘進中の状況を十分観察し、日報にまとめて記録する。 

・ 孔内水位は毎日作業前に測定する。 

・ 孔壁の安定を図り、コア採取率 100%に努める。 

・ 採取したコアはコア箱に納め、写真撮影、コア観察終了後所定の場所に納品する。 

・ 予定深度に達する以前に調査目的が達せられた場合、あるいは目的が達せられない場合に

は監督員と協議し、指示に従う。 

・ 掘削完了後に検尺を受けることとし、検尺を受けた後、速やかにセメントミルク等（表層

から 2m 程度は現地で掘削した土）によりボーリング孔を閉塞し、清掃及び後片付けを行

う。 
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図 3.2.1 成果品コア 

図 3.2.2 ボーリング装置の概要図 
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（2）標準貫入試験 

標準貫入試験は、地層の締まり程度を把握するため、JIS A 1219 に準拠して実施するととも

に、下記の要領にしたがい実施する。 

試験の開始深度は 1m とし、その後 1m 毎に実施する。 

試験試料は自然含水比が変化しないように保管し、試験区間以外の区間のコアとともにコア

箱に収納し、写真撮影をする。試験結果は、ボーリング作業日報に記録するとともに、ボーリ

ング柱状図にＮ値～深度図として示す。 

図 3.2.3 に標準貫入試験の概要を示す。 

 

 

 

 

図 3.2.3 標準貫入試験状況概要と使用機械図 
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（3）プレッシャーメータ試験 

プレッシャーメータ試験は、ボーリング孔を利用して孔壁を加圧し、土の応力と変形の関係を

測定することで、地盤の変形や強度特性を把握し、杭の横方向Ｋ値などを求めるために行うもの

であり、地盤工学会基準（JGS 1531-2012）に準拠して実施する。 

(1)普通載荷 

試験は図 3.2.4 に示す「LLT」を用いる。 

LLT の測定は各圧力段階 P で 2分間ずつ載荷し、変位量（体積変化）を経過時間 t＝5 秒、30

秒、1分、2 分で測定する。測定結果は図 3.2.5 のように P～r 曲線で整理され、P～Δh 曲線の

急折点を目安に初期圧 P0、降伏圧 Pyを求める。なお、極限圧 Plは、孔壁の耐え得る最大加圧力

であり、理論的には変位量が無限大になる加圧力で、P～r 曲線の漸近線として求められる。こ

こで、載荷時の孔の半径 r は、ゴムチューブの体積変化により求めるものであり、円筒状の２

次元的な歪変形が生じるものとして算出する。 

一方、地盤に載荷される有効応力は、(3.2.1)式により求められる。 

 P=Pe+Ps-PG  (3.2.1)式 

P ：地盤への載荷有効応力（kN/ｍ2） 

Pe：ゾンデ圧(=セル水圧) （kN/ｍ2） 

Ps：静止圧(=内部静水圧-外部孔内泥水圧) （kN/ｍ2） 

PG：測定管のゴムチューブ反力（kN/ｍ2） 

［空気中での膨張試験を行うことにより求められる］ 

また、地盤の弾性係数 Em(=変形係数 Es)は、載荷時の土の挙動を水平面上での 2 次元変形問

題として取扱い、(3.2.2)式を用いて算定する。その際、応力は弾性領域内、半径方向の面に関

しては平面歪の条件が満たされるものとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図 3.2.4 LLT 測定装置 
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                                      (3.2.2)式 

 Em：弾性係数（=変形係数Ｅs）（kN/m2） 

 ν：ポアソン比（=0.3） 

 Km：地盤係数（ボーリング孔Ｋ値）（kN/m2） 

                                         (3.2.3)式 

 r1：Py′に対応する孔の半径 (cm) 

 r0：P0に対応する孔の半径 (cm) 

 rm：Km 算出区間の中間半径 (cm) 

……………………………………………………………… (3.2.4)式 

 

 

  

mmm KrE 1

01

0

rr
PyP

r
PK m

2
10 rrrm

図 3.2.5 LLT 試験結果の模式図 (P～r、P～ΔH曲線) 
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（4）現場透水試験 

現場透水試験は、地山の透水性を把握するために、地盤工学会基準（JGS 1314-2012）に準拠

して実施する。 

試験方法には次の 2種類があり、地盤の透水性などによって使い分ける。 

1）定常法 

 揚水または注水して、孔内水位と流速が一定となったときの値を測定して、地盤の透水係数

を求める方法。透水係数が 1.0×10-2cm/s 程度以上の地盤に適用する。 

① 測定用パイプ内から揚水、または測定用パイプ内に注水する。 

② 測定用パイプ内の水位 h（m）を経時的に測定する。 

③ 測定用パイプ内の水位が一定となった時の揚水流量または注水流量 Q(m3/s)を測定する。 

透水係数ｋ(cm/s)を次式より算定する。 

  【不圧帯水層】 

 

 

 

【被圧帯水層】 

 

 

ここに、 

D：試験区間（孔）の直径(cm) 

L：試験区間の長さ(cm) 

Q0：揚水流量または注水流量(m3/s) 

s0：定常時の水位変動量（m） 

   

2）非定常法 

孔内水位を一時的に低下または上昇させ、その水位変化を経時的に測定して地盤の透水係数

を求める方法。透水係数が 1.0×10-2cm/s 程度以下の地盤に適用する。 

① 水を汲み上げて、一時的に測定用パイプ内の水位を低下させるか、または注水して一時的

に上昇させる。 

② 測定用パイプ内の水位ｈ(cm)を基準点から経時的に測定する。 

透水係数の算定方法は以下のとおりである。 

片対数紙の対数目盛（縦軸）に地下水位と測定用パイプ内水位との差ｓ、算術目盛り（横軸）

に時間ｔをとって、測定値をプロットし logＳ－ｔ曲線図を作成する。 

その曲線の初期における直線部分の勾配ｍ(s-1)の値を次式で求める。 
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透水係数ｋ(cm/s)を次式より算定する。 

  【不圧帯水層】 

 

 

   

【被圧帯水層】 

 

 

ここに、 

de：測定用パイプの内径(cm) 

D：試験区間（孔）の直径(cm) 

L：試験区間の長さ(cm) 

t：経過時間(s) 

a： log s-t 曲線の直線部分の勾配(s-1) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図 3.2.6 透水試験の方法 
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（5）室内土質試験 

室内土質試験は、土の性状や分類、土の強度特性を把握するために、標準貫入試験の試料等を

用いて、土粒子の密度試験、含水比試験、粒度試験を実施する。なお、粘性土層が確認される場

合は、液性限界試験、塑性限界試験を実施する。 

図 3.2.7 に調査・計算する内容と土質試験との関係を示す。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

図 3.2.7 調査・計算する内容と土質試験 
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4．調査結果 

4.1. 機械ボーリング 

調査ボーリングは、鈴鹿市クリーンセンター事業予定地の地層構成を把握するために、延べ 4

箇所（延べ 53m）でφ66～86mm のボーリングを行った。 

ボーリング調査結果の詳細については、巻末のボーリング柱状図、コア写真に添付するものと

する。 

下記に調査地点の一覧を示す。 

 

表 4.1.1 ボーリング調査地点 

ボーリング地点 
掘進長 

(m) 

孔口標高 

T.P.(m) 

座標 

X Y 

R4-No.1 13.00 21.85 -122224.427 50878.068 

R4-No.2 14.00 22.39 -122243.914 50866.024 

R4-No.3 14.00 21.26 -122254.148 50909.682 

R4-No.4 12.00 21.53 -122269.710 50889.253 
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（1）各孔別調査結果 

 1）R4-No.1 

  調査結果の概要は表 4.1.2 に示す。ボーリング調査結果の諸元は以下の通りである。 

① 孔口標高：T.P.21.85ｍ 

② 総掘進長：13.00ｍ 

③ 地下水位：GL-2.05ｍ（T.P.19.80ｍ） 

④ 堀止め条件：GL-8.00m 以深より N値 60 以上の地層を 5.00m 以上確認した。 

 

表 4.1.2 調査結果概要（R4-No.1） 

深度 

GL-m 

標高 

T.P.m 
地層区分 土質区分 

N値 

（平均）
記   事 

5.70 16.15 

埋土 

（B） 
粘性土 5.6 

φ20mm程度の亜角～亜円礫主体。 

最大礫径80mm 程度の玉石が点在する。 

中～粗砂が不均一に混入するほか、局所的に

塊状の固結シルトが混入する。 

GL-5.60m 付近でコンクリート殻が混入する。

7.60 14.25 

沖積粘性土 

（Ac） 
粘性土 5.0 

粘性土主体。 

φ30mm程度の角礫を混入する。 

細～中砂を多く混入し、局所的に砂分優勢と

なる。 

8.60 13.25 

洪積第 2礫質土 

（Dg2） 
礫質土 90.0 

φ40mm程度の角礫主体。 

基質はシルト質砂からなり、砂分は細～中砂

主体。 

10.40 11.45 

東海層群 

砂泥互層 

（Tc） 

粘性土 82.0 

凝灰質シルト主体。 

全体に固結しており硬質だが、上部は含水多

くやや軟質化している。 

13.00 8.85 

東海層群 

砂泥互層 

（Ts） 

砂質土 114.7 

細砂主体で全体に凝灰質である。 

含水は小～中位。 

 

  

23
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 2）R4-No.2 

  調査結果の概要は表 4.1.3 に示す。ボーリング調査結果の諸元は以下の通りである。 

① 孔口標高：T.P.22.39ｍ 

② 総掘進長：14.00ｍ 

③ 地下水位：GL-2.95ｍ（T.P.19.44ｍ） 

④ 堀止め条件：GL-9.00m 以深より N値 60 以上の地層を 5.00m 以上確認した。 

 

表 4.1.3 調査結果概要（R4-No.2） 

深度 

GL-m 

標高 

T.P.m 
地層区分 土質区分 

N値 

（平均）
記   事 

4.95 17.44 

埋土 

（B） 
粘性土 10.0 

φ20mm程度の亜円礫主体。 

最大礫径100mm程度の玉石が点在する。 

 

6.70 15.69 

沖積粘性土 

（Ac） 
粘性土 9.5 

粘性土主体。 

φ5～20mm 程度の亜円礫を混入する。 

 

8.60 13.79 

洪積第 1礫質土 

（Dg1） 
礫質土 32.0 

φ20mm程度の亜円礫主体。 

基質は砂分主体で、細～粗砂からなる。 

粘土分は不均一に混入する。 

11.30 11.09 

東海層群 

砂泥互層 

（Tc） 

粘性土 94.3 

凝灰質シルト主体。 

全体に固結しており硬質だが、上部は含水多

くやや軟質化している。 

14.00 8.39 

東海層群 

砂泥互層 

（Ts） 

砂質土 109.3 

細砂主体で全体に凝灰質である。 

含水は中位。 
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 3）R4-No.3 

  調査結果の概要は表 4.1.4 に示す。ボーリング調査結果の諸元は以下の通りである。 

① 孔口標高：T.P.21.26ｍ 

② 総掘進長：14.00ｍ 

③ 地下水位：GL-3.70ｍ（T.P.17.56ｍ） 

④ 堀止め条件：GL-9.00m 以深より N値 60 以上の地層を 5.00m 以上確認した。 

 

表 4.1.4 調査結果概要（R4-No.3） 

深度 

GL-m 

標高 

T.P.m 
地層区分 土質区分 

N値 

（平均）
記   事 

5.75 15.51 

埋土 

（B） 
粘性土 14.2 

φ10～70mm程度の亜円～円礫主体。 

最大礫径120mm程度の玉石が点在する。 

GL-4.50m 付近でコンクリート殻が混入する。

6.50 14.76 

沖積粘性土 

（Ac） 
粘性土 5.0 

粘性土主体。 

φ10mm程度の礫を混入する。 

GL-5.95m 以深では中砂が多く混入する。 

8.90 12.36 

洪積第 1礫質土 

（Dg1） 
礫質土 20.5 

φ5～20mm 程度の亜角～亜円礫主体。 

基質は粘土質砂主体で、細～粗砂からなる。

10.60 10.66 

東海層群 

砂泥互層 

（Tc） 

粘性土 70.5 

凝灰質シルト主体。 

全体に固結しており硬質。 

局所的に細砂が混入し、やや軟質化している。

12.00 9.26 

東海層群 

砂泥互層 

（Ts） 

砂質土 90.0 

細砂主体で全体に凝灰質である。 

含水は大位。 

12.95 8.31 

東海層群 

砂泥互層 

（Tc） 

粘性土 120.0 

凝灰質シルト主体。 

局所的に細砂が混入し、やや軟質化している。

14.00 7.26 

東海層群 

砂泥互層 

（Ts） 

砂質土 94.0 

細砂主体で全体に凝灰質である。 

含水は大位。 
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 4）R4-No.4 

  調査結果の概要は表 4.1.5 に示す。ボーリング調査結果の諸元は以下の通りである。 

① 孔口標高：T.P.21.53ｍ 

② 総掘進長：12.00ｍ 

③ 地下水位：GL-2.72ｍ（T.P.18.81ｍ） 

④ 堀止め条件：GL-7.00m 以深より N値 60 以上の地層を 5.00m 以上確認した。 

 

表 4.1.5 調査結果概要（R4-No.4） 

深度 

GL-m 

標高 

T.P.m 
地層区分 土質区分 

N値 

（平均）
記   事 

6.55 15.51 

埋土 

（B） 
粘性土 7.0 

φ20mm程度の亜角～亜円礫主体。 

最大礫径80mm 程度の玉石が点在する。 

GL-4.50m 付近でコンクリート殻や扁平鉄片

が混入する。 

9.80 10.66 

東海層群 

砂泥互層 

（Tc） 

粘性土 77.0 

凝灰質シルト主体。 

全体に固結しており硬質。 

局所的に細砂が混入し、やや軟質化している。

11.40 10.13 

東海層群 

砂泥互層 

（Ts） 

砂質土 86.5 

細砂主体で全体に凝灰質である。 

含水は中～大位。 

12.00 9.53 

東海層群 

砂泥互層 

（Tc） 

粘性土 200.0 

凝灰質シルト主体。 

全体に固結しており硬質。 
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（2）地下水位 

ボーリング孔にて観測した地下水位を表 4.1.6 に示す。図 4.1.1～図 4.1.4 に日毎の掘進状況、

ケーシング深度、孔内水位（作業前）を示す。水位は浅い深度から出現するが、掘進とともに水

位低下するため、安定する水位を自然水位とした。また、現場透水試験を実施した地点について

は、平衡水位を自然水位とした。 

地下水位は埋土層に位置している。全体に鈴鹿川に向かって水位は低下している傾向にあるが、

近傍水路への水位低下傾向などは見られず、大きな変化は確認されない。 

南側丘陵地で行われた既存施設の地質調査時には、自噴するほどの被圧地下水位が見られたが、

本調査において被圧地下水位は確認されない。 

 

表 4.1.6 地下水位一覧表 

 

  

Bor.地点
孔口標高

(m)
自然水位
(GL-m)

水位標高
(m)

R4-No.1 21.85 2.05 19.80

R4-No.2 22.39 2.95 19.44

R4-No.3 21.26 3.70 17.56

R4-No.4 21.53 2.72 18.81
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図 4.1.1 掘進深度と確認水位（R4-No.1） 

 

  

R4-No.1

日付 掘進長 保孔管 孔内水位

(地下水位) 2.05

2022/7/11 （作業後） 2.45 0.00 2.05

2022/7/12 （作業前） 2.45 0.00 0.00

2022/7/12 （作業後） 7.00 6.00 0.50

2022/7/13 （作業前） 7.00 6.00 1.85

2022/7/13 （作業後） 10.00 9.00 1.30

2022/7/14 （作業前） 10.00 9.00 2.65

2022/7/14 （作業後） 13.32 11.00 1.76

2022/7/15 （作業前） 13.32 11.00 5.67
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m
)

裸孔区間
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地下水位

R4-No.1
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図 4.1.2 掘進深度と確認水位（R4-No.2） 

 

  

R4-No.2

日付 掘進長 保孔管 孔内水位

(地下水位) 2.95

2022/7/27 （作業後） 1.00 0.00 -

2022/7/28 （作業前） 1.00 0.00 -

2022/7/28 （作業後） 7.45 6.00 1.90

2022/7/29 （作業前） 7.45 6.00 2.77

2022/7/29 （作業後） 14.33 9.00 4.05

2022/8/1  （作業前） 14.33 9.00 4.04

0

5

10

15

20

25

30

7/28 7/29 8/1
深

度
（

G
L
-
m
)

R4-No.2

裸孔区間
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孔内水位（作業前）

地下水位
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図 4.1.3 掘進深度と確認水位（R4-No.3） 

 

  

R4-No.3

日付 掘進長 保孔管 孔内水位

(地下水位) 3.70

2022/7/21 （作業後） 1.00 0.00 -

2022/7/22 （作業前） 1.00 0.00 0.00

2022/7/22 （作業後） 4.33 4.00 0.00

2022/7/25 （作業前） 4.33 4.00 0.30

2022/7/25 （作業後） 7.00 4.50 3.87

2022/7/26 （作業前） 7.00 4.50 -

2022/7/26 （作業後） 7.00 9.00 3.72

2022/7/27 （作業前） 13.39 9.00 4.40

2022/7/27 （作業後） 14.00 13.50 3.19

0
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10
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25

30
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深
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（
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)
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孔内水位（作業前）

地下水位
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図 4.1.4 掘進深度と確認水位（R4-No.4） 

 

  

R4-No.4

日付 掘進長 保孔管 孔内水位

(地下水位) 2.72

2022/7/14 （作業前） 1.00 0.00 -

2022/7/15 （作業前） 1.00 0.00 -

2022/7/15 （作業後） 1.45 0.00 0.80

2022/7/19 （作業前） 1.45 0.00 0.10

2022/7/19 （作業後） 5.45 5.00 1.20

2022/7/20 （作業前） 5.45 5.00 1.58

2022/7/20 （作業後） 12.24 7.00 3.10

2022/7/21 （作業前） 12.24 7.00 2.72

0

5

10

15

20

25

30

7/14 7/15 7/19 7/20 7/21

深
度

（
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)

裸孔区間
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孔内水位（作業前）
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R4-No.4
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4.2. 標準貫入試験 

 標準貫入試験は GL-1m より 1m 毎に行った。表 4.2.1 に地層別の試験結果、表 4.2.2 に各ボーリ

ングの孔別の N 値、図 4.2.1 に地層別頻度分布図を示す。詳細については巻末のボーリング柱状

図に N値～深度図としてまとめた。 

 N 値の集計には本業務のボーリング及び既往ボーリングデータを用い、以下に示す点に留意し

て整理した。 

・N 値 60 以上は換算 N値とする。 

・貫入量 5cm 未満 N 値 300 以上の値を用いることは、工学的信頼に欠けるため、N 値の上限は 300

とする。 

・礫の影響を受けて N 値が高くなる箇所は平均から除外する（赤字）。 

・礫の影響を受けて N 値が高いため、礫打ちを除去して 30cm 貫入量に換算した N 値（緑字）。 

 

表 4.2.1 標準貫入試験結果一覧 

 

 

  

土質・
岩級区分

N値 平均N値 サンプル数 標準偏差

埋土 B 粘性土 2～30 9.2 19 7.43

沖積粘性土 Ac 粘性土 4～13 6.8 5 3.56

洪積礫質土 Dg1 礫質土 12～33 26.3 4 9.64

洪積礫質土 Dg2 礫質土 90 90.0 1 -

東海層群　泥層 Tc 粘性土 69～200 94.9 12 37.15

東海層群　砂層 Ts 砂質土 64～164 102.1 11 29.74

地層
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図 4.2.1 各層における N 値の頻度分布 
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表 4.2.2 各ボーリング孔別 N値 

 

 

  

7 4 90 78 138

2 6 86 100

10 106

5

4

11 6 33 75 64

3 13 31 95 164

23 113 100

3

5 5 12 69 90

6 29 72 75

16 120 113

100

14

14 90 67

4 72 106

7 69

44 200

4

6

Bor地点

R2-N-15

R4-No.2

R4-No.3

R4-No.4

地　層　記　号

B Dg1 Dg2 TcAc Ts
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4.3. プレッシャーメータ試験 

プレッシャーメータ試験は、基礎が想定される箇所の変形特性を把握するために行った。表

4.3.1 にプレッシャーメータ試験結果一覧を示す。 

 試験結果の詳細については、巻末のプレッシャーメータ試験データシートに添付する。 

 

表 4.3.1 プレッシャーメータ試験結果一覧 

 

 

  

降伏圧 変形係数

P y E

GL-m T.P(m) (kN/m
3
) (kN/m

2
)

R4-No.1 6.50 15.35 Ac 粘性土 21 551

R4-No.1 9.50 12.35 Tc 粘性土 2,277 57,330

R4-No.3 11.75 9.51 Ts 砂質土 2,173 36,850

R4-No.4 7.75 13.78 Tc 粘性土 926 23,950

地層
区分

土質
・

岩級

試験深度ﾎﾞｰﾘﾝｸﾞ
番号
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4.4. 現場透水試験 

 現場透水試験は、帯水層の透水性を把握するために行った。表 4.4.1 に現場透水試験結果を示

す。 

 現場透水試験結果の詳細については、巻末の現場透水試験データシートに添付する。 

 

表 4.4.1 現場透水試験結果 

 

 

 

  

（GL-m） 標高（m）

R4-No.1 2.50～3.00 B 粘性土 1.36E-04 1.09 20.76 回復法

R4-No.1 11.00～11.50 Ts 砂質土 5.09E-05 2.70 19.15 回復法

R4-No.3 4.50～5.00 B 砂礫 1.42E-05 3.70 17.56 注水法

R4-No.3 6.50～7.00 Dg1 砂礫 1.55E-05 3.72 17.54 回復法

R4-No.3 13.50～14.50 Ts 砂質土 1.52E-05 3.19 18.07 回復法

備考
平衡水位

地点名
測定深度
（GL-m）

地層区分
透水係数
（m/sec）

土質区分
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4.5. 室内土質試験 

土の工学的分類については、下図に示す土の工学的分類体系にもとづき分類した。試験の結果は、表

4.5.1の土質試験結果一覧、図4.5.2の土性図にまとめた。なお、試験結果の集計にあたっては、N 値

の集計と同様に近傍の既往データを含めている。次頁より（1）一般特性、（2）粒度特性・コンシス

テンシー特性、（3）透水性、（4）強度特性、の項目に分けて記述する。なお、試験結果の詳細について

は、巻末の試験データに添付する。 

 

 
 『地盤工学会：土質試験の方法と解説』 

図 4.5.1 土の工学的分類体系 
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表 4.5.1 土質試験結果一覧 

 

 

 

R4-No.1 R4-No.1 R4-No.1 R4-No.1 R4-No.1 R4-No.2

1P4 1P7 1P8 1P9 1P12 2P7

B Ac Dg2 Tc Ts Dg1

4.15～4.45 7.15～7.45 8.15～8.35 9.15～9.38 12.12～12.33 7.15～7.45

- - - - - -

- - - - - -

2.676 2.634 2.631 2.551 2.470 2.678

34.1 20.3 4.0 37.6 33.5 11.0

- - - - - -

- - - - - -

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

10.6 4.1 93.8 4.8 0.0 33.7

16.9 46.8 5.6 0.7 53.0 44.9

35.9 23.7 44.6 33.1 13.8

36.6 25.4 49.9 13.9 7.6

19.000 19.000 37.500 9.500 2.000 26.500

- - 6.5 - 45.7 131.3

- - 2.700 - 1.600 7.300

50%粒径 mm 0.011 0.084 19.802 0.005 0.095 0.661

20%粒径 mm 0.0015 0.003 7.0 0.0021 0.011 0.055

- - 3.377 - 0.003 0.008

64.6 39.2 - 82.7 - -

24.3 16.7 - 36.1 - -

40.3 22.5 - 46.6 - -

礫まじり砂質

粘土

（高液性限界）

細粒分質砂 砂まじり礫
粘土

（高液性限界）
細粒分質砂

細粒分質

礫質砂

（CHS-G） （SF） （G-S） （CH） （SF） （SFG）

0.6

間隙比 ｅ

礫    分 (2～75mm) %

砂    分 (0.075～2mm) %

粒

度

分

類

粘 土 分 (0.005mm未満) %

分類記号

塑性限界 WP %

曲率係数 Ｕ'c

地層・岩級区分

飽和度 Ｓr %

試料番号

深さ(GL-m)

地盤材料の分類名

液性限界 WL %
コ

ン

シ

ス

テ

ン

シ

ー

特

性

10%粒径 mm

塑性指数 Ip

地点

一

般

湿潤密度 ρt g/cm
3

乾燥密度 ρd g/cm3

土粒子の密度 ρs g/cm3

自然含水比 Ｗn %

石    分 (75mm以上) %

シルト分 (0.005～0.075mm) %

均等係数 Ｕc

最大粒径 mm
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図 4.5.2 土性図 
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（1）一般特性 

 1）土粒子の密度（ρs） 

 土粒子の密度は、土の基本的な性質を表す数値の中で重要な値の一つであり、その土の構成物

質や重鉱物の有無によって値が変化する。また、土粒子の密度を知ることによって、土の間隙

率、飽和度などの算出ができ、さらに土の種類の推定にも使用される。 

表 4.5.3 に、各地層別の試験結果を示す。 

 

表 4.5.3 土粒子の密度一覧 

 

 

表 4.5.4 より、一般的に土を構成する鉱物が持つ土粒子の密度ρs の範囲は、沖積層、洪積層で

2.6～2.7g/cm3 程度であり、試験値は概ね一般的な値であることが言える。東海層群砂泥互層は、

粘性土は 2.551 g/cm3であり、洪積粘性土と同等の値だが、砂質土は 2.470 g/cm3とやや低い値を

示した。これは、同砂質土が凝灰質であり、密度の低い鉱物粒子（火山ガラス、長石、粘土鉱物

等）からなることに起因すると考えられる。 

 

  

土粒子の密度　ρs（g/cm
3
）

最大値 2.676

最小値 2.676

平均値 2.676

試料数 1

最大値 2.634

最小値 2.634

平均値 2.634

試料数 1

最大値 2.678

最小値 2.678

平均値 2.678

試料数 1

最大値 2.631

最小値 2.631

平均値 2.631

試料数 1

最大値 2.551

最小値 2.551

平均値 2.551

試料数 1

最大値 2.470

最小値 2.470

平均値 2.470

試料数 1

Dg1

東海層群砂泥互層

（粘性土）

洪積第二礫質土

Dg2

埋土

B

Ac

沖積粘性土

洪積第一礫質土

地層区分

Tc

東海層群砂泥互層

（砂質土）

Ts
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表 4.5.4 主な鉱物と土粒子の密度の例 

鉱物名 密度ρs(g/cm3) 土質名 密度ρs(g/cm3) 

石英 2.6～2.7 豊浦砂 2.64 

長石 2.5～2.8 沖積砂質土 2.6～2.8 

雲母 2.7～3.2 沖積粘性土 2.50～2.75 

角閃石 2.9～3.5 洪積砂質土 2.6～2.8 

輝石 2.8～3.7 洪積粘性土 2.50～2.75 

磁鉄鉱 5.1～5.2 泥炭(ﾋﾟｰﾄ) 1.4～2.3 

ｸﾛﾗｲﾄ 2.6～3.0 関東ﾛｰﾑ 2.7～3.0 

ｲﾗｲﾄ 2.6～2.7 まさ土 2.6～2.8 

ｶｵﾘﾅｲﾄ 2.5～2.7 しらす 1.8～2.4 

ﾓﾝﾓﾘﾛﾅｲﾄ 2.0～2.4 黒ぼく 2.3～2.6 

『地盤工学会：土質試験の方法と解説』
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 2）自然含水比（Wn） 

 土の構造が同じであっても、自然含水比（土に含まれる水の比率）の多少によって、その土の

工学的な性質は大きく異なってくる。自然含水比 Wn は、一般に粘性土で高く、砂質土で低い。

また、同じ土層であれば締まっているほど、あるいは密度が大きいほど間隙が小さく、自然含水

比は低くなる傾向にある。 

表 4.5.5 に、各地層別の試験結果を示す。 

 

表 4.5.5 各地層別の試験値（自然含水比） 

 

 

自然含水比の一般的な経験値として表 4.5.6 が挙げられる。洪積礫質土層（Dg1、Dg2）につい

ては、含水比が低い。この原因としては、土層内に砂分や礫分を多く含むことが挙げられる。 

 

表 4.5.6 土の物理的性質の経験値 

 

 

 

 

 

 

 

 

『鹿島出版会：わかりやすい土木技術 土質調査の基礎知識』 

  

自然含水比

 Wn(%)

最大値 34.1

最小値 34.1

平均値 34.1

試料数 1

最大値 20.3

最小値 20.3

平均値 20.3

試料数 1

最大値 11.0

最小値 11.0

平均値 11.0

試料数 1

最大値 4.0

最小値 4.0

平均値 4.0

試料数 1

最大値 37.6

最小値 37.6

平均値 37.6

試料数 1

最大値 33.5

最小値 33.5

平均値 33.5

試料数 1

東海層群砂泥互層

（砂質土）

洪積第二礫質土

沖積粘性土

東海層群砂泥互層

（粘性土）

Dg2

Tc

洪積第一礫質土

地層区分

B

Ac

Dg1

Ts

埋土

地層

物理的性状 粘　土 砂 腐植土 粘　土 砂 ローム

含水比W% 60～90 30～50 150～300 40～60 20～30 100～130

湿潤密度pt/cm3 1.45～1.60 1.60～1.80 1.00～1.20 1.60～1.70 1.80～2.00 1.25～1.35

間隙比e 1.60～2.40 0.75～1.50 3.80～8.20 1.30～1.70 0.40～1.00 3.00～4.00

飽和度Sr% 100 85～100 100 85～100 60～80 80～95

備　考

沖　積　層 洪　積　層

N=10内外
の粘土

地下水
以下では
Sr=100%
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（2）粒度特性・コンシステンシー特性 

 1）粒度特性 

土の粒度とは、土粒子の粒径の分布状態を質量百分率で表したものであり、土粒子の粒径によ

って名称を区分している。また、いろいろな大きさを持つ土粒子がどのような割合で混合してい

るかを示したものを粒度分布という。 

表 4.5.7 に各地層別にまとめた粒度分布一覧を、図 4.5.4～4.5.6 に粒径加積曲線を示す。 

 

表 4.5.7 各地層別の粒度 

 

 

  

礫分

2～75mm

 (%)

砂分

75μ～2mm

(%)

細粒分

75μmm未満

(%)

均等係数

Uc

曲率係数

U’c

最大値 10.6 16.9 72.5 - -

最小値 10.6 16.9 72.5 - -

平均値 10.6 16.9 72.5 - -

試料数

最大値 4.1 46.8 49.1 - -

最小値 4.1 46.8 49.1 - -

平均値 4.1 46.8 49.1 - -

試料数

最大値 33.7 44.9 21.4 131.30 7.30

最小値 33.7 44.9 21.4 131.30 7.30

平均値 33.7 44.9 21.4 131.30 7.30

試料数

最大値 93.8 5.6 0.6 6.50 2.70

最小値 93.8 5.6 0.6 6.50 2.70

平均値 93.8 5.6 0.6 6.50 2.70

試料数

最大値 4.8 0.7 94.5 - -

最小値 4.8 0.7 94.5 - -

平均値 4.8 0.7 94.5 - -

試料数

最大値 0.0 53.0 47.0 45.70 1.60

最小値 0.0 53.0 47.0 45.70 1.60

平均値 0.0 53.0 47.0 45.70 1.60

試料数

Dg1

東海層群砂泥互層

（粘性土）

洪積第二礫質土

Dg2

埋土

B

Ac

沖積粘性土

洪積第一礫質土

地層区分

Tc

東海層群砂泥互層

（砂質土）

Ts

1 -

1 -

1 1

1 1

1 -

1 1

48



【粒度特性】 

砂質土の粒度分布の良否判定については、日本統一分類法で均等係数（Uc）、曲率係数（U’c）

に基づき次のように判別した。 

 

Uc≧10 かつ１＜U’c ≦√Uc   ：粒度分布が良い 

Uc＜10     ：均等粒度，粒度が悪い 

Uc≧10 かつ U’c ≦1 または U’c ＞√Uc   ：階段粒度，粒度が悪い 

 

上記判定は、細粒分 5％未満の粗粒土に対する判定であり、全ての地層においてこの条件を満た

すものはなかった。均等係数（Uc）と曲率係数（U’c）が求まっているものついて、粒度分布の良

否判定を行うと以下のようになる。 

 

・ Dg1 層・・・粒度分布が良い。 

・ Dg2 層・・・粒度分布が悪い。 

・ Ts 層 ・・・粒度分布が良い。 

 

 

『地盤工学会：土質試験の方法と解説』 

図 4.5.3 粒径加積曲線の概念図 
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図 4.5.4 粒径加算曲線（1） 
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図 4.5.5 粒径加算曲線（2） 
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図 4.5.6 粒径加算曲線（3） 
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 2）コンシステンシー特性 

【コンシステンシー特性】 

粘性土の相対的な硬さや安定性については，液性指数（IL）により次のように判別した。 

 

液性指数は(IL)は相対含水比とよばれ，自然含水比における土の相対的な硬

軟を表す指数で 0 に近いほど土は安定であり，大きくなるほど圧縮性は大きく，

鋭敏なことを示す。 

液性指数は(IL)を次式で表す。 

IL＝（Wn－Wp）／Ip 

Wn：自然含水比 

Wp：塑性限界 

Ip：塑性指数 

 

表 4.5.8 に、各地層別のコンシステンシーを示す。 

上記の判定基準に基づいて粘性土の安定性の良否判定を行うと、液性指数ILは埋土（B）で0.24、

沖積粘性土（Ac）で 0.16、東海層群砂泥互層（粘性土）（Tc）で 0.03 となり、全体に低く安定し

ている。図 4.5.7 に粘土の塑性図を示す。 

塑性図より、沖積粘性土（Ac）は低液性限界を、埋土（B）、東海層群砂泥互層（粘性土）（Tc）

は高液性限界の性質を示す。 

 

表 4.5.8 各層別のコンシステンシー表 

 

  

液性限界

 WL(%)

塑性限界

WP(%)
塑性指数 IP

最大値 64.6 24.3 40.3

最小値 64.6 24.3 40.3

平均値 64.6 24.3 40.3

試料数

最大値 39.2 16.7 22.5

最小値 39.2 16.7 22.5

平均値 39.2 16.7 22.5

試料数

最大値 - - -

最小値 - - -

平均値 - - -

試料数

最大値 - - -

最小値 - - -

平均値 - - -

試料数

最大値 82.7 36.1 46.6

最小値 82.7 36.1 46.6

平均値 82.7 36.1 46.6

試料数

最大値 - - -

最小値 - - -

平均値 - - -

試料数

埋土

B

Ac

沖積粘性土

洪積第一礫質土

Dg1

-

Tc

東海層群砂泥互層

（砂質土）

Ts

地層区分

1

1

-

-

1

洪積第二礫質土

Dg2

東海層群砂泥互層

（粘性土）
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『地盤工学会：土質試験の方法と解説』 

図 4.5.7 粘土の塑性図 

 

●：B 

●：Ac 

●：Tc 
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5．総合解析とりまとめ 

5.1. 断面図等の作成 

（1）地盤構成と区分 

 調査地周辺の地盤は、東海層群の砂泥互層を基盤とし、これを覆って「埋土」「沖積粘性土」

「洪積第一礫質土」「洪積第二礫質土」などが堆積する。 

 

表 5.1.1 調査地の地盤構成 

地 層 
土質 

・岩級 
記 事 

埋土 

（B） 
粘性土 

層厚 4.9～6.6m 程度で、旧処理施設跡全体の表層に分布す

る。粘性土主体。最大礫径 120mm 程度の玉石が点在する。 

T.P.16～17m 付近で旧処理施設残存物（コンクリート殻、鉄

片）が点在する。 

N 値は 2～30（平均 9.2）。 

沖積粘性土 

（Ac） 
粘性土 

層厚 0.7～1.9m 程度で、粘性土主体。細～中砂、φ5～20mm

程度の礫を混入する。 

N 値は 4～13（平均 6.8）。 

洪積第一礫質土 

（Dg1） 
礫質土 

層厚 1.9～2.4m 程度で、礫質土主体。最大礫径 50mm 程度。 

粘土分が不均一に混入する。砂分は細～粗砂主体 

N 値は 12～33（平均 26.3）。 

洪積第二礫質土 

（Dg2） 
礫質土 

層厚 1.0m 程度で、φ40mm 程度の角礫主体。最大礫径 60mm

程度。基質はシルト質砂からなる。 

N 値は 90。 

東海層群砂泥互層 

（Tc） 
粘性土 

層厚 0.2～2.7m 程度で、粘性土主体。 

砂質土と互層状になっており、調査地全体でほぼ水平一様に

分布する。全体に固結しており硬質だが、局所的に含水が多

く軟質化している。 

N 値は 69～200（平均 94.9）。 

東海層群砂泥互層 

（Ts） 
砂質土 

層厚 1.3m～程度で、凝灰質な砂質土主体。 

粘性土と互層状になっており、調査地全体でほぼ水平一様に

分布する。 

N 値は 64～164（平均 102.1）。 
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①調査地周辺の基盤は、東海層群の砂泥互層である。基盤の上位には、洪積層（礫質土）、沖積

層（粘性土）、埋土層が堆積する。 

②砂泥互層は、調査地全体でほぼ水平一様に分布する。粘性土優勢層では、全体に固結しており

硬質だが、局所的に含水が多くやや軟質化している。 

③支持層となる地盤は、表層より 6～9m 程度で出現する。支持層は概ね水平だが、元丘陵地であ

る南東側に従いやや浅くなる。 

④埋土層では、T.P.16～17m 付近で旧処理施設残存物（コア長 60mm 程度のコンクリート殻、

10mm 程度の鉄片）が混入する。また、最大礫径 120mm 程度の玉石が点在する。 

⑤地下水位は、表層より 4m 以内に分布する。 

 

 1）埋土（B） 

層厚 4.9～6.6m 程度で、旧処理施設跡全体の表層に分布する。粘性土主体。T.P.16～17m 付近

で旧処理施設残存物（コンクリート殻、鉄片）が点在する。 

 

 

 2）沖積粘性土層（Ac） 

 層厚 0.7～1.9m 程度で、粘性土主体。細～中砂、φ5～20mm 程度の礫を混入する。 

 

 

 3）洪積第一礫質土層（Dg1） 

 層厚 1.9～2.4m 程度で、礫質土主体。最大礫径 50mm 程度。粘土分が不均一に混入する。 

 

 

 4）洪積第二礫質土層（Dg2） 

 層厚 1.0m 程度で、礫質土主体。最大礫径 60mm 程度。全体に砂分が混入する。 
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5）東海層群砂泥互層（粘性土）（Tc） 

 層厚 0.2～2.7m 程度で、粘性土主体。砂質土と互層状になっており、調査地全体でほぼ水平一

様に分布する。 

 
 

 6）東海層群砂泥互層（砂質土）（Ts） 

 層厚 1.3m～程度で、砂質土主体。粘性土と互層状になっており、調査地全体でほぼ水平一様

に分布する。 
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5.2. 地盤定数 

今回のボーリング及び各種試験結果より、調査地の地盤定数をとりまとめたものを表 5.2.1 に

示す。とりまとめの詳細については各地盤定数別に後述する。 

 

表 5.2.1 各地層の地盤定数の提案値 

 
 

設計に必要となる地盤定数（単位体積重量、粘着力、せん断抵抗角、変形係数）を評価する。原

則として、試験値があるものは試験値を用い、ないものについては、基準書（建築学会、NEXCO 設

計要領）を準用する。 

下記に、基準書等の換算式に必要となる N 値の考え方を示す。 

・代表 N値は平均 N値を用いる。 

・貫入量 5cm 未満 N 値 300 以上の値を用いることは、工学的信頼に欠けるため、N 値の上限は 300

とする。 

・礫の影響を受けて N 値が高くなる箇所は平均から除外する。 

・N 値の集計には、本業務のボーリングのデータを用いる。 

 

以下に、それぞれの設定根拠についてまとめた。 

 

  

地層 記号
土質・

岩級区分
代表N値

単位体積

重量
（kN/m3）

粘着力

（kN/m2）

せん断

抵抗角
（°）

変形係数

（kN/m2）

埋土層 B 粘性土 9.2 14 30 0 6440

沖積粘性土層 Ac 粘性土 6.8 14 30 0 550

洪積第一礫質土層 Dg1 礫質土 26.3 19 0 37 18410

洪積第二礫質土層 Dg2 礫質土 90.0 21 0 40 63000

東海層群砂泥互層
（粘性土）

Tc 粘性土 94.9 16 50 25 40640

東海層群砂泥互層

（砂質土）
Ts 砂質土 102.1 19 30 30 36850
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（1）単位体積重量（γ） 

表 5.2.2 に単位体積重量一覧表を示す。 

単位体積重量は試験値がないため、建築基礎構造設計指針に示される土質定数（表 5.2.6）を

採用する。 

 

表 5.2.2 単位体積重量（γ） 

 
・提案値は 1kN/m3刻みとする。 

・建築基礎構造設計指針に示される単位体積重量について、飽和単位体積重量を採用する。 

 

  

地層 記号
土質・

岩級区分
代表N値

試験値
（kN/m3）

建築学会
（kN/m3）

提案値
（kN/m3）

備考

埋土層 B 粘性土 9.2 － 14 14

沖積粘性土層 Ac 粘性土 6.8 － 14 14

洪積第一礫質土層 Dg1 礫質土 26.3 － 19 19

洪積第二礫質土層 Dg2 礫質土 90.0 － 21 21

東海層群砂泥互層

（粘性土）
Tc 粘性土 94.9 － 16 16

東海層群砂泥互層
（砂質土）

Ts 砂質土 102.1 － 19 19
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（2）粘着力（C） 

表 5.2.3 に粘着力の一覧を示す。 

粘着力は試験値がないため、砂質土・礫質土については C＝0 とし、粘性土については NEXCO

設計要領第一集の一般値（表 5.2.6）を採用する。 

 

表 5.2.3 粘着力（C） 

 
・提案値は 1kN/m2刻みとする。 

・NEXCO 設計要領 第一集に示される粘着力の一般値を採用。 

 

  

地層 記号
土質・

岩級区分
代表N値

試験値
（kN/m2）

NEXCO
（kN/m2）

提案値
（kN/m2）

備考

埋土層 B 粘性土 9.2 － 30以下 30

沖積粘性土層 Ac 粘性土 6.8 － 30以下 30

洪積第一礫質土層 Dg1 礫質土 26.3 － 0 0

洪積第二礫質土層 Dg2 礫質土 90.0 － 0 0

東海層群砂泥互層

（粘性土）
Tc 粘性土 94.9 － 50以下 50

東海層群砂泥互層
（砂質土）

Ts 砂質土 102.1 － 30以下 30
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（3）せん断抵抗角（φ） 

表 5.2.4 にせん断抵抗角の一覧表を示す。 

せん断抵抗角は試験値がないため、建築基礎構造設計指針に提案される相関関係式を採用する。

相関関係式として、大崎の式または畑中の式が挙げられ、細粒分含有率 20%以下の砂質土につい

ては、有効上載圧の補正を考慮した畑中の式を用いることが提案されている。 

洪積第一礫質土層、東海層群砂泥互層（砂質土）は大崎の式を、洪積第二礫質土層については

畑中の式を用いて算出した。東海層群砂泥互層（砂質土）については、相関関係式より算出され

る値が一般値を大きく上回っており、支持力を過大評価する恐れがあることから、NEXCO 設計要

領第一集の一般値（表 5.2.6）を採用する。 

粘性土については粘着力が小さいものと考え、φ＝0°とする。 

 

 （大崎の式） 

φ＝√(20N)＋15 

 （畑中の式） 

φ＝√(20N1)＋20 (3.5≦N1≦20)、φ＝40 (N1＞20) 

  N1＝N / √(σ/100) 

  ※N1：N 値を有効上載圧で補正した換算 N 値、σ(kN/m2)：有効上載圧 

 

表 5.2.4 せん断抵抗角（φ） 

 
・提案値は 1°刻みとする。 

・洪積第一礫質土（Dg1） ：√（20+26.3）+15≒37.9(kN/m2) 

・洪積第二礫質土（Dg2） ：N1＞20 より、φ=40 (kN/m2) 

・東海層群砂泥互層（Tc） ：NEXCO 設計要領 第一集に示されるせん断抵抗角の一般値を採用。 

・東海層群砂泥互層（Ts） ：NEXCO 設計要領 第一集に示されるせん断抵抗角の一般値を採用。 

 

  

地層 記号
土質・

岩級区分
代表N値

試験値

（°）

建築学会

（°）

NEXCO

（°）

提案値

（°）
備考

埋土層 B 粘性土 9.2 － 0 15 0

沖積粘性土層 Ac 粘性土 6.8 － 0 15 0

洪積第一礫質土層 Dg1 礫質土 26.3 － 37.9 35 37 大崎の式

洪積第二礫質土層 Dg2 礫質土 90.0 － 40.0 40 40 畑中の式

東海層群砂泥互層

（粘性土）
Tc 粘性土 94.9 － 0 25 25

東海層群砂泥互層
（砂質土）

Ts 砂質土 102.1 － 60.2 30 30 大崎の式
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（4）変形係数（E） 

表 5.2.5 に、変形係数の一覧表を示す。 

変形係数は、試験値があるものは試験値を採用する。試験値がない場合は、建築基礎構造設計

指針に記載のある E=700N の近似式を採用する。 

 

表 5.2.5 変形係数（E） 

 
・提案値は 10KN/m2刻みとする。 

・（ ）の値は平均値。 

・埋土（B）   ：N 値からの推定式（700×9.2≒6440（kN/m2））。 

・沖積粘性土（Ac）  ：試験値を採用。 

・洪積第一礫質土（Dg1）  ：N 値からの推定式（700×26.3≒18410（kN/m2））。 

・洪積第二礫質土（Dg2）  ：N 値からの推定式（700×90.0≒63000（kN/m2））。 

・東海層群砂泥互層（Tc） ：試験値を採用。 

・東海層群砂泥互層（Ts） ：試験値を採用。 

 

 

  

地層 記号
土質・

岩級区分
代表N値

試験値
（kN/m2）

建築学会
（kN/m2）

提案値
（kN/m2）

備考

埋土層 B 粘性土 9.2 － 6440 6440

沖積粘性土層 Ac 粘性土 6.8 551 4760 550

洪積第一礫質土層 Dg1 礫質土 26.3 － 18410 18410

洪積第二礫質土層 Dg2 礫質土 90.0 － 63000 63000

東海層群砂泥互層

（粘性土）
Tc 粘性土 94.9

23950～57330

（40640）
66430 40640

東海層群砂泥互層
（砂質土）

Ts 砂質土 102.1 36850 71470 36850
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表 5.2.6 土質定数 

 

『NEXCO 設計要領第一集 平成 28 年 8 月版 P1-52』 

 
 
 
 

上表の使用に当たっては、次の点に注意するものとする。 

(a) 地下水位以下にある土の単位体積重量は、それぞれの表中の値から飽和度の場合は 10KN/m3、不飽和土の場

合は 9KN/m3を差引いた値とする。 

(b) 土の単位体積重量の値を決定する場合、次の点に注意すること。 

(イ) 砕石は、礫と同じ値とする。 

(ロ) トンネルずりや岩塊などは、粒径や間隙により異なるので既往の実績や現場試験により決定する。 

(ハ) 礫まじり砂質土や礫まじり粘性土は、礫の混合割合及び状態により適宣定める。 

(c) せん断抵抗角及び粘着力の値は、圧密非排水せん断に対する概略的な値である。この場合、盛土に対する

地下水、湧水などの影響は考慮していない。 

(d) 砕石、トンネルずり、岩塊などのせん断抵抗角及び粘着力は、礫の値を用いてよい。 

(e) 粒経幅の広い土とは、さまざまな粒径の土粒子を適当な割合で含んだ土で締固めが行いやすいものをい

う。分級された土とは、ある狭い範囲に粒径のそろった土で、密な締固めが行いにくいものをいう。 

(f) 粘性土  粘土及びシルトの区分でＮ値の目安は、おおむね次のとおりである。 

固いもの（Ｎ＝8～15）、やや軟いもの（Ｎ＝4～8）、軟いもの（Ｎ＝2～4） 

(g) 地盤工学会基準の記号は、およその目安である。 
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表 5.2.7 土の単位体積重量(kN/m3) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『日本建築学会 建築基礎構造設計指針（令和元年11 月版）P30』 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5.2.1 N1値と内部摩擦角φdの関係 

『日本建築学会 建築基礎構造設計指針（令和元年11 月版）P31』 
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5.3. 地盤の透水性 

 現場透水試験結果及び室内土質試験結果より、調査地の透水性を取りまとめた。表 5.3.1 に各

層別の透水係数一覧を、図 5.3.1 に土の透水性と土質区分を示す。室内土質試験による透水係数

の求め方は、Creagera の方法により D20（20%粒径）から推定する。 

 ・地下水位は、埋土層において確認される。 

 ・埋土層の現場透水試験の結果、一般値と比べると透水性は高く、砂礫相当の結果を示した。

これは、砂、礫が不均一に混入する影響と考えられる。Creagera の方法による推定値では

砂-シルト-粘土混合土相当の結果を示していることから、部分的には透水性が高くなる可能

性がある。 

 ・調査時点では施工方法は未定だが、掘削底面が地下水位標高よりも低い場合、掘削時に湧水

が発生する可能性があり、湧水処理に留意が必要である。 

 ・地下水位標高は近接する水路と同程度かやや高い位置にあることから、掘削時に水路水が流

入する可能性がある。 

 

表 5.3.1 地層別透水係数 

 
 ※（ ）の値は相乗平均値 

 

 

『地盤工学会：地盤調査の方法と解説』 

図 5.3.1 土の透水性と土質区分 

 

  

実測値 Creagerの方法 代表値

埋土層 B 粘性土
1.36×10

-4
～1.42×10

-5

（4.39×10
-5
)

1.13×10
-7

4×10
-5

洪積第1礫質土層 Dg1 礫質土 1.55×10-5 4.42×10-4 1×10-5

東海層群
砂泥互層

（砂質土）

Ts 砂質土
1.52×10

-5
～5.09×10

-5

（2.78×10-5)
1.10×10-5 2×10-5

透水係数
k(m/s)

土質区分地層名
地質

区分

10
-9

10
-8

10
-7

10
-6

10
-5

10
-4

10
-3

10
-2

10
-1

10
0

10
+1

10
+2

透  水  性

対応する土の種類

透水係数を間接的に

推定する方法
なし 清浄な砂と礫は粒度と間隙比から計算圧密試験結果から計算

高　　い

粘性土　　　　｛C｝

微細砂、シルト、

砂－シルト－粘土混合土

｛SF｝［S－F］｛M｝

砂および礫

（GW）（GP）

（SW）（SP）

（G－M）

清浄な礫

（GW）（GP）

実質上不透水 非常に低い

透水係数　k（cm/s）

透水係数を直接測

定する方法

特殊な変水位透

水試験

特殊な変水位透水

試験
　　　 変水位透水試験

定水位透水試験

低　　い 中　　位
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5.4. 設計・施工上の留意点 

 設計施工上の留意点は、以下に示すとおりである。 

（1）地質 

・調査地周辺は平坦地であり、東海層群砂泥互層を基盤としている。基盤の上位には、埋土層、

沖積粘性土層、洪積砂礫層などが分布している。 

・埋土層には T.P.16～17m 付近で旧処理施設残存物（コンクリート殻、鉄片）が混入するほか、

最大礫径 120mm 程度の玉石が点在している。 

 

（2）支持層 

・支持層となる洪積第二礫質土層、東海層群砂泥互層は、表層より 7～9m 程度で出現する。 

・支持層は概ね水平だが、元丘陵地である南東側に従いやや浅くなる。顕著な凹凸は見られない。 

 

（3）地下水位 

・地下水位は表層より 4m 以内にあり、埋土層に位置している。掘削底面が地下水位標高よりも

低い場合、湧水処理に留意が必要である。 

・地下水位標高は近接する水路と同程度かやや高い位置にあることから、掘削時に水路水が流入

する可能性がある。 

・帯水層としては、概ね 10-5m/s 程度の透水性が推定される。 

・調査地において、被圧地下水位は確認されない。 

 

（4）造成等施工 

・フーチング等の掘削時の土留め矢板の打設に際して、埋土層で最大礫径 120mm 程度の玉石が局

所的に混入する可能性があるため、打設に際しては掘削機による補助工法を併用する等の対応

が必要となる可能性がある。 

・フーチング等の掘削を行う場合は、掘削底面等からの湧水が発生する可能性がある。埋土層は

土性にばらつきがあることが想定されるため、局所的な多量湧水の発生に留意が必要である。 

・支持層の表層は東海層群砂泥互層の粘性土優勢層が該当する。フーチング等の掘削を行う場合

は、地中から露出した表層が泥濘化する可能性がある。 
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ボーリング柱状図 











 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コア写真 

 











 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現場透水試験結果 

 















 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

プレッシャーメータ試験結果 

 

 























 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

室内土質試験結果 

  
































